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Ｗｈｅｎ４１ｉｇｈｔｓａｒｒａｎｇｅｄｉｎａｌｉｎｅｉｎｔｈｅｏｒｄｅｒｏｆＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，areflashedsuccessivelyinthe

ordｅｒｏｆＡ，Ｃ，Ｂ，Datamoderatelyhighspeed，ｔｗｏｂｅｔａ－ｍｏｖｅｍｅｎｔｓｃａｎｂｅｓｅｅｎ，ｏｎｅａｃｒｏｓｓＡ

ａｎｄＢ，ａｎｄｔｈｅｏｔｈｅｒＣａｎｄＤＢｒｅｇｍａｎａｎｄＡｃｈｉ、（1973）namedthisphenomenonVISS（visual

streamsegregation)．Fourexperimentswereperformedundervariousconditionsforthespatial

distancebetweenthelights・SubjectswererequiredtoiindtheupperlimitsoflSIforproducing

VISＳＩｔｗａｓｆｏｕｎｄｔｈａｔＶＩＳＳｉｓａｆｆｅｃｔｅｄｍainlybythedistancebetweenthetwobeta-movements，

namely，ｔｈａｔｂｅｔｗｅｅｎＢａｎｄＣ

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Bregman（A1bertS.)，visualperception，beta-movements，streamsegregation，spatial

distance，threshold．

光点をＡ,Ｃ,Ｂ,Ｄの順に高速度で反復提示すると，提示

順序の判断ができなくなるとともに，図示されたよう

な，ＡＢの位置間に１つとＣＤの位置間に１つの計２つ

のβ運動，すなわちStreamが見られる．Bregman＆

Achim（1973）はこの現象を“visualstreamsegrega‐

tion（以下ＶＩＳＳと略す)'，と名づけた．

ＶISSは一種のβ運動であるところから，Bregman

＆Achim（1973）はKorteの第３法則，すなわち，最

適なβ運動を生起させるための，２光点間の空間距離と

刺激間時間間隔interstimulusinterval（以下ＩＳＩと

略す）は比例的な関係にあるとする法則をこの現象の説

明に用いた（Graham，１９５１；Korte，1915)．その法則

に従うならば，光点が高速度で順に提示される時には，

ISIが短くなるため，距離の短いβ運動に有利となり，

結局，提示順序に従う距離の長いβ運動ではなく，上述

したようなＶISSが生起することが予測される．彼ら

はこのことを実験的に確かめている．しかしながら，彼

らは光点間のどの距離がどのようにＶISSに影響するの

かについては明らかにしていない．

そこで本研究は，４光点間の空間距離を独立変数と

し，ＶISSが生起するためのＩＳＩの上限の閾値を従属変

数とした実験を行なうことにより，空間距離の要因が

VISSの生起にどのように関わるのかを検討する．

実験１

４光点間の距離の比率を固定したまま，それらの距離

を増加させる時，ＶISSを生起させるためのＩＳＩの上限

の閾値にどのような効果が見られるかを明らかにするこ
とを目的とする．

方法

装置２チャンネルデジタルタイマー．リモートコン

周波数の高いもの，低いものの順で迅速に交互に反復

提示された一連の音は，周波数差に基づいて高低２つの

音の流れStreamに分離して聞こえる．Bregman＆

Campbell（1971）はこの現象を“primaryauditory

streamsegregatioｎ（以下ＰＡＳＳと略す)，，と名づける

とともに，ＰＡＳＳの生起した事態においては，１つの

Streamに属する音の順序の判断は可能であっても，い

くつかのStreamにまたがる音の順序の判断は困難とな

ることを明らかにした．また，これらの音の提示速度と

周波数差がこの現象の要因となることも明らかにされて

いる（Miller＆Heise，1950)．

ＰＡＳＳの視覚におけるアナロジーとして次の現象が報

告されている．すなわち，Ｆｉｇｌのように配置された４
１
１
１
１

Ａ
Ｂ

こ
○
二
一
の
○
ユ

Ｃ
Ｄ

Ｔｉｍｅ－－

Ｆｉｇｌ･Ｔｈｅａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｆｏｕｒｓｐｏｔｓｏｆ

lightandanillustrationofVISS（Thedistance

betweenAandBisequalｔｏｔｈａｔｂｅｔｗｅｅｎＣａｎｄＤ，
andisshorterthanthatbetweenBandCWhen

thelightsareflashedsuccessivelyintheorderof

A,ＯＢ,Datamoderatelyhighspeed,twobeta-
movementsillustratedbythesolidarrowsare

perceived）
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Tablel

Meansandstandarddeviationｓｏｆｕｐｐｅｒｌｉｍｉｔｓ

ｏｆｌＳＩ（ｉｎｍｓ）forperceivingVISSunder
eachcombinationofthedistancebetween

AanｄＢ（ＡＢ）ａｎｄｔｈａｔｂｅｔｗｅｅｎＢ

ａｎｄＣ（BC）（Expl）

トロールスイッチによって設定時間を短くあるいは長く

連続的に変化させることができ，しかも設定された時間

が数字によって表示されるように設計された１チャンネ

ルアナログタイマー．これらの３チャンネルのタイマー

と連動させることにより，４つの光点を等しい提示時間

と等しいＩＳＩで継時的に提示し，この１周期間に一定の

周期間時間間隔intercycleinterval（以下１ＣＩと略す）

を挿んで反復提示することを可能とするように設計され

た装置．

刺激ディスプレイ黒い紙でおおった縦５４ｃｍ横１０

ｃｍの発泡スチロール製のボードに，赤色で直径８ｍｍ

の発光ダイオードを，ＡＢの距離が６ｃｍ，ＢＣの距離

が１４ｃｍとなるように，Fig.１のごとく配置し，これ

を訓練用の刺激ディスプレイとした．同様の別のボード

に，同じく，発光ダイオードを，次に掲げる３つの実験

条件に合わせて，４光点の中心が皆一致するように設置

し，これを実験用の刺激ディスプレイとした．すなわ

ち，ＡＢの距離が５ｃｍ，ＢＣの距離が１０ｃｍの５－

１０条件，ＡＢの距離が７．５ｃｍ，ＢＣの距離が１５ｃｍ

の７．５－１５条件と，ＡＢの距離が１０ｃｍ，ＢＣの距離が

２０ｃｍの１０－２０条件であり，どの条件もＡＢとＢＣ

の距離の比率を固定している．さらに，実験用の刺激デ

ィスプレイには，Ｂ及びＣから等距離で，しかも４光点

の配置される直線から左に２ｃｍ離れた位置に，緑色で

直径３ｍｍの発光ダイオードを凝視点として設置した．

以上の２つの刺激ディスプレイをそれぞれ木製のスタン

ドに，４光点が垂直に並び，しかもＢＣの中心が，顔

面固定された被験者の目の高さにほぼ等しくなるように

固定した．４光点の輝度は約９２ｃｄ/ｍ２，凝視点の輝度

は約１２ｃｄ/ｍ２である．

手続暗室にて，刺激ディスプレイ上の光点をＡ,Ｃ，

Ｂ,Ｄの順に，提示時間５０ｍｓ一定にしたままＩＳＩを

等しく変化させつつ，この１周期間に５００ｍｓ一定の

ICIを挿んで反復提示し，３ｍの距離から被験者に観

察させた．被験者は顔面固定され，凝視点を注視したま

ま全体的に判断するように教示された．

実験は２つのセッションに分れている．すなわち，訓

練試行，観察試行と調整試行から成る第１セッション

と，観察試行と調整試行から成る第２セッションであ

る．訓練試行においては，訓練用の刺激ディスプレイを

用いて，まず，３０，ｓのＩＳＩではＶＩＳＳの現象が生起

し，１５０，ｓのＩＳＩでは，提示順序通りのβ運動が見え

る等，先の現象とは明らかに異なることを被験者に確か

めさせた．次に，３０から２００，ｓの間で任意に選んだ

いくつかのISIにて提示し被験者に観察させ，それぞれ

上記のいずれの見え方に近いかを報告させた．結局，短

いＩＳＩではＶＩＳＳが生起し，より長いＩＳＩではＶＩＳＳ

が生起していないことを確かめ，これにより，その被験

Distancecombination（AB-BC：ｃ、）

5－１０７．５－１５１０－２０
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３１
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３１

9９

２７

者がＶＩＳＳとそれ以外の見え方の区別ができるようにな

ったものと見なした．観察試行においては，実験用の刺

激ディスプレイを用いて，ＩＳＩを３０から２５０，ｓの間

で上昇と下降の両系列で実験者調整にて変化させ，ＩＳＩ

の変化に伴う見えの変容を各実験条件の下で１試行ずつ

ランダムな順序で被験者に経験させた．

次に調整試行に入る．これはDannenbring＆Breg‐

ｍａｎ（1976）がＰＡＳＳ生起のためのＩＳＩの閾値を求め

る時に用いた方法にならった．すなわち，上昇系列にお

いては，ＶISSの生起する３０，ｓのＩＳＩから始めて

ＶISSがもはや見えなくなるまで，また，下降系列にお

いては，ＶISSの生起しない２５０，ｓのＩＳＩから始め

てＶISSが見えるまで，それぞれリモートコントロール

スイッチを用いてISIを長くあるいは短く調整するよう

被験者に求めた．第１セッションの調整試行は，各実験

条件をランダムな順序で１試行ずつ含むブロック２つか

ら成り，第２セッションの調整試行は同様なブロック４

つから成る．各セッションの開始前にはいつも２分間の

暗順応を被験者に求め，ブロック間には２分間の休憩を

置いた．実験条件の試行順序による効果はブロック間及

び被験者間でカウンターバランスした．

被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常で，本現象

に関して未経験な男４名女２名の大学生．

結果

各セッションとも，調整試行の内，第１ブロックを練

習試行，それを除いた残りのブロックを本試行とし，本

試行の平均値を各条件，各被験者ごとに求め，データと

して用いたが以下４つの実験において，データの収集は

このやり方に従った～

６名の被験者のＩＳＩの上限の閾値の平均を条件ごとに

示したものがＴａｂｌｅｌである．表より，４光点間の距

離の比率が一定であっても，その距離の増加とともに閾

値は大きくなることが分る．これらの条件間で分散分析

を行なったところ，有意差が見られた（F(2,,0)＝61.54,

,＜､01)．続いて行なった/検定の結果，５－１０条件の

閾値より７．５－１５条件の閾値が有意に大きく､（'(5)＝
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Table2

Meansandstandarddeviationｓｏｆｕｐｐｅｒｌｉｍｉｔｓ

ｏｆｌＳＩ（ｉｎｍｓ）forperceivingVISSunder
eachdistａｎｃｅｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｏｆＡＢａｎｄＢＣ

（ExPII）

Table3

Meansandstandarddeviationｓｏｆｕｐｐｅｒｌｉｍｉｔｓ

ｏｆｌＳＩ（ｉｎｍｓ）forperceivingVISSunder
eachdistａｎｃｅｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｏｆＡＢａｎｄＢＣ

（Exp.、）

Distancecombination（AB-BC：ｃ、） Distancecombination（AB-BC：ｃ、）

4－１２８－１２４－２４８－２４ 1４－１５１０－１９４－２５
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３１
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1４６

３４
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１８

7.03,ｐ＜､０１)，これよりさらに１０－２０条件の閾値は

有意に大きいことが分った（'(5)＝6.13,,＜､01)．

させることにより，実験Ⅱにおいて見られた効果がＡＣ

でなくＢＣの距離の変化によるものであったことを確か

めることを目的とする．

方法

実験条件ＡＣの距離が２９ｃｍで一定となるように，

ＡＢとＢＣの距離を逆方向に変化させて次の３条件を設

定した．すなわち，ＡＢの距離が１４ｃｍ，ＢＣの距離が

１５ｃｍの１４－１５条件，ＡＢの距離が１０ｃｍ，ＢＣの

距離が１９ｃｍの１０－１９条件と，ＡＢの距離が４ｃｍ，

ＢＣの距離が２５ｃｍの４－２５条件である．

被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常で，本現象

に関して未経験な男４名女２名の大学生．

以上に加えて，調整試行のブロック数が第１〆第２セ

ッションとも３つであることを除いた方法は実験Ｉと全

く同様である．

結果

６名の被験者のＩＳＩの上限の閾値の平均を各条件ごと

に示したものがＴａｂｌｅ３である．表より，ＢＣの距離の

増加とともに閾値が大きくなるのが分る．これらの条件

間で分散分析を行なったところ，有意差が見られた

(F(2,,0)＝10.26,′＜､01).続いて行なったZ検定の結果，

14-15条件の閾値より１０－１９条件の閾値が有意に大き

く（'(5)＝2.23,,＜､05)，これよりさらに４－２５条件の

閾値が有意に大きいことが分った（/(5)＝2.82,'＜､05)．

実験ＩＩ

ｓｔｒｅａｍ内の距離ＡＢとStream間の距離ＢＣを独

立して変化させた時，これらがＶＩＳＳを生起させるため

のISIの上限の閾値にどのように影響するのかを明らか

にすることを目的とする．

方法

実験条件ＡＢの距離の変数を４ｃｍと８ｃｍの２

水準，ＢＣの距離の変数を１２ｃｍと２４ｃｍの２水準

とり，これらを組糸合わせることにより次の４条件を設

定した．すなわち，ＡＢの距離が４ｃｍ，ＢＣの距離が

１２ｃｍの４－１２条件，ＡＢの距離が４ｃｍ，ＢＣの距

離が２４ｃｍの４－２４条件，ＡＢの距離が８ｃｍ，ＢＣ

の距離が１２ｃｍの８－１２条件，ＡＢの距離が８ｃｍ，

ＢＣの距離が２４ｃｍの８－２４条件である．

被験者すでに実験Ｉを経験した６名の同じ被験者．

以上に加えて，調整試行のブロック数が，第１セッシ

ョンで３つ，第２セッションで４つであること，また，

第１セッションに訓練試行が含まれないことを除いた方

法は実験Ｉと全く同様である．

結果

６名の被験者のＩＳＩの上限の閾値の平均を各条件ごと

に示したものがＴａｂｌｅ２である．表より，ＡＢの距離

による効果は見られず，ＢＣの距離の増加とともに閾値

は大きくなることが分る．２（ＡＢの距離)×２（ＢＣの距

離）の２要因の分散分析を行なったところ，ＢＣの距離

の効果が有意（Ｆ(1,5)＝41.44,ｐ＜０１）であるだけで，
ＡＢの距離の効果，およびこれらの交互作用はともに有

意とならなかった（Ｆ(1,5)＝1.23,,＞､10,Ｆ(1,5)-53,
p＞,１０)．

実験ＩＶ

ＢＣの距離を固定したままＡＢの距離を大きく変化さ

せることにより，実験Ⅱにおいて検出できなかったＡＢ

の距離の効果を再吟味することを目的とする．

方法

実験条件ＢＣの距離を１６ｃｍ一定に固定したまま

ＡＢの距離を4,8,12ｃｍと変化させることにより，４－

１６，８－１６，１２－１６の３条件を設定した．

被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常で，本現象

に関する実験をすでに経験したことのある６名の大学

生．

以上に加えて，調整試行のブロック数が第１，第２セ

実験１m

前実験においては，ＢＣの距離の増加する時はいつも

ＡＣの距離の増加を伴った．本実験においては，ＡＣの

距離を固定したままＡＢとＢＣの距離を逆方向に変化
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ツションとも３つであること，また，第１セッションに

訓練試行が含まれないことを除いた方法は実験Ｉと全く

同様である．

結果

６名の被験者のISIの上限の閾値の平均は，４－１６条

件で１０４，ｓ（ＳＤ＝15)，８－１６条件で１０２，ｓ（S、＝

14)，１２－１６条件で１０２，ｓ（ＳＤ＝14）であった．こ

れらの条件間で分散分析を行なったところ，有意差は見

られなかった（Ｆ(2,10)＝､６１，，＞､10)．

じた効果も含んでいた可能性がある．そこで，ＢＣの距

離を固定したままＡＢの距離を実験Ⅱよりさらに大きく

変化させた実験Ⅳを行なった．しかし，ＡＢの距離によ

る効果は見られなかった．このことは，実験Ｉ，Ⅱ，Ⅲ

において見られた効果が主としてＢＣの距離によるもの

であったことを支持すると思われる．

以上のように，ＶISSを生起させるためのＩＳＩの上限

の閾値を従属変数とした本研究によれば，光点間の距離

そのものがVISＳ生起のための１要因となることが分

った．しかも，ＶISSがＡＢ間，ＣＤ間においてそれぞ

れ生起するβ運動でありながら，これらの距離ではな

く，これらのβ運動を隔てるＢＣの距離が重要な役割を

果たすものと思われる．

考察

実験Ｉにより，４光点間の距離の比率が一定であって

も，それらの距離そのものが増加するとともにＶISSを

生起させるためのISIの上限の閾値が増加することが分

った．しかし，この結果からは，光点間のどの距離がこ

のような効果を持つか明らかでない．

Stream内の距離ＡＢとStream間の距離ＢＣを変

数にした実験Ⅱにより，ＡＢの距離による効果は見られ

ないこと，およびＢＣの距離の増加とともにＩＳＩの上

限の閾値が大きくなることが分った．しかし，実験Ⅱに

おいては，光点の配置の関係上，ＢＣの距離の増加は必

然的にＡＣの距離の増加を伴うため，上記の効果は，実

際的にはＡＣの距離の増加によって生じた可能性があ

る．そこで，実験Ⅱで見られた効果がＡＣではなくＢＣ

の距離によるものであることを確かめるために，ＡＣの

距離が一定になるようにＡＢとＢＣの距離を逆方向に

変化させた実験Ⅲを行なった．これにより，ＢＣの距離

の増加に伴ってＩＳＩの上限の閾値が増加することが確か

められた．

さて，実験ⅡにおいてＡＢの距離による効果が見ら

れなかったのは，その変数の各水準間の差が小さすぎた

ためであることが考えられる．さらに，実験Ⅲにおいて

ＢＣの距離の効果として見られたしのは，実は，ＢＣの

距離の変化に伴うＡＢの距離の逆方向の変化によって生
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